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研究成果の概要（和文）：日本漢方の黎明期の中心人物に、田代三喜と曲直瀬道三がおり、両者の薬物書である
能毒書が残されている。田代三喜の薬物書である能毒書について、内藤記念くすり博物館所蔵『当流能毒集』
（T0293）のほか杏雨書屋所蔵の『能毒集新撰之方』（乾1801）を見出し報告した。曲直瀬道三の初期の薬物書
には京都大学富士川文庫所蔵『能毒全并追加』（ノ/5）などを見出した。田代三喜は独自の作字により生薬の表
記を行ったが、曲直瀬道三は作字を採用せず、生薬名に点を打つことによって生薬の薬性についての情報を加え
ている。

研究成果の概要（英文）：TASHIRO Sanki and MANASE Dosan represent in the earliest days of Traditional
 Japanese Medicine. There are both of their medicinal books; Nodoku.This research presents TASHIRO 
Sannki’s Nodoku,books, “Toryunodokushu” (T0293) in the Naito Museum of Pharmaceutical Science and
 Industry and “Nodokushushinsennoho” (乾1801) in the Kyou sho’oku Library.“
Nodokuzennarabinitsuika” (ノ/5) in the Fujikawa Collection of the Kyoto University Library is 
regarded as the primary edition of MANASE Dosan’s Nodoku books.TASHIRO Sanki uses the original 
notations as the medicinal names, while MANASE Dosan uses the general medicinal names.MANASE Dosan 
puts marks on medicinal names for the purpose of indication of medicinal effects.

研究分野： 伝統医薬
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１．研究開始当初の背景 
我が国の医学は室町中期頃までは一部の

上流階級や僧侶らによって行われていた。こ
こでの医学は中国の宋代に刊行された『和剤
局方』に収載された処方を病気にあてがうと
いった、中国医学の模倣であり、場当たり的
な医学であった。しかしながら、禅僧らが中
国に留学し、僧侶が医学を担う我が国の状勢
もあり、医学についての知識も得て来ること
で、次第に我が国に医学や生薬についての知
識が蓄積していったとみられる。こうした過
程を経て、中国医学の模倣からの脱却を果た
し我が国独自の日本漢方が興るにあたり、中
心的な人物に田代三喜とその弟子の曲直瀬
道三がいる。田代三喜は患者の症状にあわせ
て 1 つ 1 つ生薬を組み合わせてその都度処方
をつくる察証弁治を確立し、曲直瀬道三は三
喜の独特な察証弁治を受け継ぎ、また、新渡
来の中国の医学書を吸収、融合して曲直瀬流
の医学を確立し、日本漢方の礎を築いた。 
江戸時代より前の史料は少なく、当該分野

においての研究も田代三喜と曲直瀬道三の
人物像や、医学の概要についてのものが大半
である。両者が行った察証弁治は 1 つ 1 つ生
薬を選んで処方にするものであるため、医学
の概要を理解するには薬物理論についての
研究は必須のはずであるが、両者の薬物書に
関する研究は、25 年以上前に宗田一により曲
直瀬道三の薬物書である『能毒』の史料をい
くつか挙げたものがあるのみで、以来報告が
なかった。両者の薬物理論の研究が困難であ
るのは、田代三喜の資料が少なく、また、田
代三喜が自身で作った独特な作字を使って
生薬名が表記されていることに加え、曲直瀬
道三の時代までの薬物書は印刷された刊本
ではなく、手で写された写本であり、類似す
るものが多く存在し、かつ内容が書き換えら
れていっているというところである。 
 
２．研究の目的 
独自の発達を遂げた我が国の漢方医学の

黎明期にあたる室町後期から江戸初期の本
草（薬物書）資料を調査、整理し、薬物理論
を解析し明らかにすることを目的とする。我
が国の薬物理論において、独自の形成を促し
たのは、仏教医学の影響によるものとみられ、
これらの概念が如何に薬物理論に影響し、治
療法に寄与したかを、当時の漢方処方や治験
例の解析により明らかにする。また、中国の
影響下から離れ、一旦は独自に展開した薬物
理論が、時代を経てどのように伝承され、経
時的にもたらされる新しい中国の理論と如
何に融合し、発展したかを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
（1）田代三喜の作字に関する資料を調査
する。田代三喜の能毒、薬物書は京都大学
富士川文庫に１点、武田振興財団杏雨書屋
に１点蔵書があり、比較検討を行い、作字
と薬物理論との関係性を明らかにする。 

（2）田代三喜から受け継いだとみられる
曲直瀬流の能毒書について調査を行い、比
較検討により、編纂過程を明らかにし、薬
物理論の形成と発展を明らかにする。 
 
４．研究成果 
（1）田代三喜の能毒書について 
曲直瀬道三の『薬性能毒』には写本、刊本

を合わせて種々の資料が残されている。「能
毒」という用語は、直接的には道三の師であ
る田代三喜の『当流能毒集』からとられたと
みられる。田代三喜は生薬の表記について生
薬の効能から作字をつくり、表記する文字自
体に意味を持たせて生薬の運用に役立てた
と考えられる。 
三喜の能毒書と処方理論との関係を見る

と、『和極集』という田代三喜の治療法を伝
える医書がある。本書では、患者の症状を記
し、次に養胃湯、補気湯といった処方名、気
順、気散、血補といった区分、続いて独特な
作字で生薬名を書き、中にはその後加減方が
続くことがある。基本的には患者の症状にあ
わせて、その都度一つ一つ生薬を配して処方
を組み上げていく察証弁治のスタイルであ
る。一方、曲直瀬道三の『出証配剤』を見る
と、患者の症状を記し、それを書いた脇に直
ちに生薬を配して処方を作り上げるという
同様の察証弁治を見ることができる。こうし
た察証弁治を行うには整理された薬物理論
が必要になることは容易に想像できる。 
内藤記念くすり博物館所蔵の『當流能毒

集』（T0293）は田代三喜の薬物書の原書にも
っとも近いものと思われる。『和極集』にも
共通していることだが、『当流能毒集』の生
薬の表記は一般的なものではなく、田代三喜
独自の作字によってなされる。いくつかのへ
んやつくりを組み合わせ、「昔」は散、「二火」
は痰、といったようにそれぞれに意味を持た
せて作字自体が生薬の薬能を示している。ま
た、生薬の分類は五臓に基づいており、生薬
ごとに気味や修治法、薬能、禁忌や不適応症
など、の 3つの項目を記している。独自の作
字はもちろん、分類や記載法は中国の伝統的
な本草書とは形式が異なり、各々の薬能の記
載に関しても、中国書の引用ではなく田代三
喜独自のものとみられる。生薬の薬能を作字
によって表現する方法や、五臓を重視した分
類法などは、仏教医学の影響によるものと理
解することができる。 
 
（2）曲直瀬道三の初期能毒書の成立につい
て 
三喜の『當流能毒集』に近似した内容を持

つ能毒書として、以下の 3系統の能毒書があ
る。京都大学附属図書館富士川文庫所蔵『能
毒全并追加』（ノ／５）、武田科学振興財団杏
雨書屋所蔵『薬性能毒』（乾 5329）、およびエ
ーザイ内藤記念くすり博物館所蔵『當流日用
薬性捷径』（37982）を見出した。以上の 3書
は仏教医学の五輪砕をもとにした三喜独特



の作字や、五臓を中心とした生薬の分類は採
用しないが、主治文はいずれも三喜の『当流
能毒集』を引用したとみられる。成立時期に
関しては、杏雨書屋に注目すべき資料が所蔵
される。『救急本草』（杏 1838）は書名には「能
毒」を含まないが、前半部を欠いた能毒書と
みられる。おそらくは前半部がないために、
仮に書名がつけられたのであろう。本書は
『能毒全并追加』の系統の能毒書とみられる
が、巻末に「天文十八巳酉（1549 年）十一月
至日雖知苦斉主道三記之」とあり、本研究に
おける調査において最も古い年記がある能
毒書である。 
 
（3）曲直瀬道三の能毒書における生薬の表
記について 
曲直瀬道三の薬物書のうち、成立の古いも

のとみられる龍谷大学図書館所蔵『能毒』
（690.9/431-W）、京都大学富士川文庫所蔵
『能毒全并追加』（ノ/5）では、田代三喜の
能毒書に見られるような作字による生薬の
表記は見られず、分類も五臓ではなく、使用
頻度の高いものを示すとみられる「常用」と
それ以外の「日用」に分けて生薬を収載する。
しかしながら、薬能の記載は簡素化をしてい
ながらも、田代三喜の薬能と共通するものが
多くみられる。さらに、田代三喜の作字は薬
能を意味するへんやつくりで構成されてい
るが、曲直瀬道三の能毒書では薬名の四方や
中央に点を打ち、点を打つ位置によって五味
などを表しているとみられる。作字というあ
まりにも独創的な方法は避けてはいるが、生
薬の表記そのものに薬能を類推させる印を
つけることは、田代三喜の影響を受けている
といえよう。また、各々の生薬の記載は、薬
能と禁忌などになっており、これも田代三喜
の記載法に準じている。 
田代三喜の薬物理論は作字や五臓による

分類があらわすように仏教医学の影響がう
かがえ、薬能は田代三喜独自のものである。
曲直瀬道三の薬物書は田代三喜の影響にあ
り、これを生かして察証弁治による医術を行
ったとみられる。作字など仏教医学の影響を
排除して一般化を図りながらも、多くの部分
で田代三喜の薬物理論を継承していったと
考えられる。田代三喜の『当流能毒集』では
生薬の効能から作字をつくり、表記する文字
自体に意味を持たせて生薬の運用に役立て
たと考えられる。曲直瀬道三は三喜独特の作
字は採用しなかったが、生薬の表記に薬能の
一端である気味について視覚的な情報を加
えており、薬能、毒の項目をつくって記載す
るのも含めて、田代三喜の影響を受けている
とみなせる。点を打つことによる気味の表記
は、刊行されたものでは文章化されているな
どして見られない。 
 
（4）曲直瀬道三の初期能毒書から派生した
能毒書について 
曲直瀬道三の初期能毒書二は京都大学附

属図書館富士川文庫所蔵『能毒全并追加』（ノ
／５）、武田科学振興財団杏雨書屋所蔵『薬
性能毒』（乾 5329）、およびエーザイ内藤記念
くすり博物館所蔵『當流日用薬性捷径』
（37982）に代表される 3 系統の能毒書があ
る。。以上の３書は仏教医学の五輪砕をもと
にした三喜独特の作字や、五臓を中心とした
生薬の分類は採用しないが、主治文はいずれ
も三喜の『当流能毒集』を引用したとみられ
る。しかしながら、引用の仕方は 3書におい
て同一ではない。このうち『能毒全并追加』
からは仮名まじり文の能毒書が派生したと
みられる。これを仮名能毒系とする。仮名能
毒系のものには内藤『能毒全部』（44365）、
および、『仮名能毒』と称される資料があり、
昭和期には翻刻された。『薬性能毒』（乾 5329）
の主治文は『注能毒』と称される刊本に引用
されたとみられる。これを注能毒系とする。
注能毒系は三喜から受け継いだ主治文につ
いて注釈を加えた系統の能毒書である。内藤
『能毒』（T0389）、および内藤『能毒』（36992）
は注釈のみを収載した資料であるが、これら
の注釈文と『薬性能毒』（乾 5329）の主治文
とを合わせて注能毒系の能毒書が成立した
と考えられる。注能毒系は江戸期に刊行を重
ねた。 
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